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技術の概要

国の機関　 17　件　
自治体　　　15　件
民　 間　　　03　件

２．技術の内容

５．活用実績

 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　ICT　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　「Visios®-3D」は国土交通省が推進するi-Constructionの理念に基づくICTを活用した地盤改良工法の
施工管理システムです。これまで分かりにくいとされてきた地盤改良の施工状況を、アニメーションを用
いてリアルタイムに管理し、３次元モデルにより視覚的に表現することを可能としたもので、当社の代表
的な機械撹拌式深層混合処理工法である「CI-CMC工法」に適用し、既に30件以上の現場で実績を有し
ております。
　また、新たに「SAVEコンポーザー」や「グラベルドレーン工法」の砂杭系工法への適用を可能とし、汎
用性の高いシステムとして開発されました。

①施工状況の可視化
　管理モニタ―に、地盤内の施工状況がリアルタイムにアニメーション表示されます。深層混合処理工法
や砂杭系工法の地中内での各改良体の造成状況を適切に把握することが可能です。
②施工状況の共有と確認
　オペレータの施工支援画面と同じ情報を、クラウドサーバーにより、タブレット端末や事務所内に設置し
たパソコン等で複数の現場スタッフがリアルタイムに見ることができます。
③ＧＮＳＳ位置誘導システム
　GNSS（全球測位衛星システム）の併用が可能で、打設位置まで施工機を誘導でき、施工の精度が格
段に向上します。
④施工情報の３Ｄ化
　地盤改良の成果を従来の帳票（オシログラフと集計表）だけではなく、国土交通省が推進するCIMに対
応した3次元モデル化ができます。

１．技術開発の背景及び契機
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３．技術の効果

　リアルタイムで複数人による支持層到達の確認等が可能となり、またGNSS誘導の併用による施工精
度向上により品質向上が期待されます。
　施工状況の共有により、施工を中断しての状況把握の頻度が減少します。また、施工立会いの時間が
短縮できます。
　CIMに対応した3次元モデリングにより、支持層の傾斜等をマクロな視点で把握することが可能となりま
す。

４．技術の適用範囲

導入できる地盤改良工法は
「深層混合処理工（CI-CMC工法）」、「静的締固め砂杭工法（SAVEコンポーザー工法）」、「グラベルド
レーン工法」です。さらなる汎用性の強化のために、追加技術の初段として「高圧噴射撹拌工（FTJ工
法）」への適用を予定中です。
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６．写真・図・表
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